
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

えんちょう先生の 

わくわくだより  

ＮＯ、１3 

夏は、こども達に平和を伝える大事な季節です 

職員室に入ってきた年中組のＨ君、机の上に飾った花瓶の花を見て、「園長先

生，お花さんきれいだね」 園長「これは、H君達年中さんが育ててくれた花

だよ。ありがとね」・・こんな言葉を交わした夏のひと時。 

昭和２０年、世界で初めて原子力爆弾が投下された広島と長崎の 8月も、当た

り前の日常がいつもと変わらずに流れている時間の一瞬の出来事でした。 

広島での原爆投下による死没者の数は３１万４千人を越し、長崎では１７万９

千人余りと言われています。何の罪も無い人達がかけがえの無い命を落とし、

７３年が過ぎた今も後遺症に苦しみ続けているという。余りにも長い月日が流

れ、今のこども達には理解出来ない出来事だけれど、日本人である以上、決し

て繰り返さない、人事ではないと心に誓い平和への思いをこども達に引き継い

でいかなくては・・・とつくづく思う事です。平成の時代も残り少なくなり、

昭和は遠くになりつつあるけど、絶対風化させてはいけない昭和の惨事です

ね。 

 

 ８／９日の保育から・・・ 

プールに入る前のこども達は遊戯室に集まりました。今年も「ねこのはなし」（文 か

わもと ふじえ 絵 うつのみやしんじ）の本をこども達に読み聞かせました。ねこ

がだいすきな女の子、ふじちゃんの小さい頃のお話です。戦争が激しくなった東京の

こども達は、田舎に疎開、お父さんやお母さんと離れて暮らす淋しいふじちゃんでし

たが疎開先のお寺にはかわいい「フタ」というネコがいて、ふじちゃんはとても可愛

がっていました。所が、戦争が激しくなり、食べ物に事欠くようになると「ネコを没

収」する日が来たのです。・・・小さな薄い本でしたが、こども達は真剣な顔で見入

っていました。 

今日は、７３年前の長崎に原子力爆弾が落とされた日です。小さい目の前にいるかわ

いいこども達に、もし今、そんな事がおこったらどうでしょう？ 

平和でないと、プールに入れない事、平和でないとお家の人となかよく暮らせない

事、平和でないと美味しい物が食べられない事、平和でないと友達とこども園で楽し

く遊べないこと等を話し聞かせ、平和を願う気持で１１時２分に、皆で黙祷を行いま

した。 
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